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新光電気グループにおけるビジネスは、お客様、お取引先、株主・投資家や地域社会の皆様、および社員等、さまざ

まなステークホルダーの皆様によって支えられています。

ステークホルダーの皆様とのコミュニケーションを通じて、当社グループに対するご期待やご要望等を把握するとと

もに、社会的課題を理解することなどにより、企業としての社会的責任を果たすとともに、社会の持続的成長への貢 

献を目指してまいります。

■社外からの評価：主要なESGインデックスへの組み入れ状況
FTSE4Good Index 
Series

グローバルなインデックスプロバイダーであるFTSE Russell社が作成し、環
境、社会、ガバナンス（ESG）について優れた対応を行っている企業のパフォー
マンスを測定するために設計された代表的なインデックスです。当社は2022
年より選定されています。

FTSE Blossom 
Japan Index

FTSE Russell社が作成し、日本株を対象にESGについて優れた対応を行っ
ている企業のパフォーマンスを測定するために設計されたインデックスで、
GPIF※１が採用しているESG指数の一つです。当社は2021年より選定されてい
ます。

FTSE Blossom 
Japan Sector 
Relative Index

日本株を対象として、各セクターにおいて相対的に環境、社会、ガバナンスの
対応に優れた企業のパフォーマンスを反映するインデックスで、GPIFが採用
しているESG指数の一つです。当社は2022年の指数算出当初より選定されて
います。

MSCI 日本株女性活
躍指数※２

MSCI社が作成する日本株のインデックスで、性別多様性に優れた取り組みを
行っている企業で構成されており、GPIFが採用しているESG指数の一つです。

S&P/JPXカーボン・
エフィシェント指数

S&P Dow Jones Indices社と日本取引所グループ（JPX）が共同開発したESG指
数で、環境情報の開示状況や炭素効率性を考慮して構成銘柄の比率を決定して
いる指数で、GPIFが採用しているESG指数の一つです。

※１年金積立金管理運用独立行政法人
※２ 新光電気工業株式会社のMSCI指数への組み入れや、MSCIのロゴ、商標、サービスマークや指数名の使用は、MSCIまたはその関係会社による新光

電気工業株式会社の後援、推薦、販売促進ではありません。MSCI指数はMSCIの独占的財産です。MSCIおよびMSCI指数の名称とロゴは、MSCI
またはその関係会社の商標またはサービスマークです。

ステークホルダーとのコミュニケーション・外部評価

お取引先
・調達指針等周知
・CSR関連調査、実地監査
・責任ある鉱物調達調査、要請
・コンプライアンスライン など

お客様
・満足度調査、CSR関連調査
・国内・海外展示会
・ウェブサイトによる情報発信 など

株主・投資家
・株主総会
・報告書、中間報告書
・IRウェブサイト
・個別問い合わせ対応 など

地域社会
・工場見学会
・地域環境保全活動
・定期交流会
・地域行事への参加 など

社員
・労使協議会、働き方改革会議
・安全衛生委員会
・内部通報相談窓口
・社内報、イントラネット など

その他のステークホルダー
・自治体
・学校
・業界団体　など
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